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POWER OF ART
これまでのアートプロジェクトの歩み

「マチとヒトが交わる接点を
 現代美術館に担ってほしい」

「アートは、マチとヒトの
 処方箋になる！」

「アート」という視点を持つことで
市が抱える課題を解決に導く

2007年度
HIGO BY HIBINO 展

2008年度
MATCH FLAG PROJECT in KUMAMOTO

2016年度
熊本復興応援 マッチフラッグ

大西　日比野さんが館長に就任されてまもなく1年ですね。振り返る
と、平成19（2007）年度の「HIGO BY HIBINO 展」を皮切りに、熊本
のまち・人と深く関わるアートプロジェクトを数々手がけてこられまし
た。その活動を見てきましたので、「日比野さんを館長にお迎えした
ら、敷居が高く感じてしまいがちなアートを、もっと市民の身近に誘っ
てくださるんじゃないか」と思い、就任をお願いしました。正直なとこ
ろ、「果たして引き受けていただけるだろうか？」という不安はありまし
たが（笑）。快諾いただき、ありがとうございました。
日比野　現代美術館（以下、現美）の館長に就任した際、「人々との関
わりとプロセスを大切にしたアートプロジェクトや、土地の持っている
力を発信する活動を積極的に展開していきたい」と思い、その準備を
これまでの１年間、少しずつ行ってきました。例えば、市役所のいろい
ろな課を訪れて本市の課題や困りごとを職員から直接聞き、「アート」
という視点から検証することで解決策を導き出していく「御用聞き」
という活動。きっかけは「芸術が関わることで発想を転換でき、難題も
解決していけるのではないか？」という思いでした。これまでの１年間
で4回ほど開催しましたが、イメージは市役所の中に美術部を作るよ
うな感じ。活動を通して各部署にアート的な視点で自分たちの役割
を考えていけるような人たちを少しずつ増やし、その結果、美術館の
人の心に働きかける機能が、まちの中でも感じられる都市にしていき
たいですね。
大西　「御用聞きをやられる」と聞いたとき、「え？将来的に市長をめ
ざしていらっしゃるのか？」と思いましたが（笑）。「社会課題をアートの
チカラで解決していくんだ」というアプローチを聞いてとてもうれし
くなりました。しかも、ディスカッションしている様子を写真で拝見し
たのですが、職員がとても生き生きと楽しそうにしているんですよ。
仕事とアートがつながっていることを自覚することで、職員はアー
ティストになる。新しい意欲がわいてくる。まさに日比野館長には熊
本のやる気を引き出していただいています。

現代美術館の開館から20周年。
「アートラボマーケット」が誕生予定！

る環境を整えていきたいですね。例えば、日頃から美術館に慣れ親し
んでいる人はいいんですが、まだまだ敷居が高く感じている人が多
いと思います。そんなとき、一緒に付いて行って対話しながら観てく
れるケアマネージャーがいるといいですよね。「文化リンクワーカー」
というんですが、まだ日本にはないこの職業を浸透させていきたい
です。今、芸大を卒業してもキャリアを生かした仕事の選択肢は少な
い。でも、文化リンクワーカーという職業を確立すると、アートが社会
に果たす役割が実態として見えることになります。もう一歩踏み込む
と、文化リンクワーカーを利用するのに介護保険が使えるようになれ
ばいいですね。これは国の範疇になりますので時間がかかると思い
ますが、実現すると美術館が福祉施設としての意味合いも持つよう
になります。
大西　文化リンクワーカー、とてもいいですね。早速やりましょうよ。
ぜひ市町村の垣根を取り払ってやりたいですね。例えば、天草の看護
学校に通う学生が現美で学ぶことで文化リンクワーカーをめざして
もらったり。これまで本市は多くの課題を抱えていましたが、アート的
なアプローチで解決策を見つけることはありませんでした。でも、館
長とお話しして改めて「アートは社会の処方箋だな」と実感しました。

日比野　少し前にMoMAで「美術館に行くことで脳が刺激を受け、
認知症の症状が進行するスピードを緩和できる」という話が話題に
なりました。「文化的処方」って言うんですけど、この処方を受けられ

大西　熊本地震の後、館長は市民を励ますためにいち早く熊本にお
いでになり、避難所などでワークショップを開催されていましたね。
日比野　阪神淡路、新潟中越、東日本、熊本とさまざまな震災を経験
しながら、私のアート活動も少しずつ変化してきました。特に印象に
残っているのは、東日本大震災の後に避難所を訪れて布をハート形
に切り取って縫い付けるワークショップ「ハートマークビューイング」
をした時のことです。参加した年配の女性が「どう切ろうか？どう縫い
付けようか？と、先のことを考えるのは久しぶりだわ」と頬をゆるめた
んです。被災者は、恐ろしい経験をした過去を振り返りたくないし、未
来のことも考えられない。今、まさに1秒1秒を生きる数か月間を避

日比野　10月12日で現美は開館20周年の節目を迎えます。その記
念事業として考えているのが、現在空いている元カフェスペースと
ミュージアムショップを統合し、ものづくりの楽しみを通して市民交
流ができる「アートラボマーケット」をオープンさせることです。私が
熊本にいるときはなるべくここにいて、市民や市職員と気軽に手を動
かしながら話ができるような場所にしたいですね。また、アート的な
視点で話し合う中で、出てきたアイデアや準備中の取り組みは壁に
貼り出して、市民がそれを見て「あ、今こんなことに取り組んでいるん
だな。おもしろそう！」とか、「これなら私も手伝えるな」とか感じてもら
えたらいいですね。特に現美は街なかに位置し、買い物をしながら
「いつの間にか美術館の中に入っていた」というような、構えずに足を
運べる利便性を持っています。
大西　確かに、スペース的に広いわけではありませんが、街なかにとて
もなじんでいる美術館ですよね。比較的似ているのは、ニューヨーク近代
美術館（以下MoMA）でしょうか。30年ほど前ニューヨークを訪れた際、
「この美術館があるから街なかや生活の中に普通にアートが浸透してい
るな」という気づきを得ました。そんな場が日本にあればいいなと思って
いたら、熊本にも現美ができた。本当にうれしかったですね。今後、職員が
館長と対話することで新しい発想が生まれ、アートが街ににじみ出してい
くと、世界にも類を見ない場所になっていくと思います。私がめざすまち
の姿の一つに「地域主義」というのがありますが、地域との関わりを深め
る接点を、これからの現美が担っていってくれると期待しています。

街なかの文化と、人をつなぐ存在
「文化リンクワーカー」に期待

アートも市政もプロセスを
共有することで大きなチカラが湧く

難所で過ごしてきたんだと気付かされました。一方で物を作るという行
為は少し先を想像することですから、1分後が想像できれば１時間後、1
日後、１か月後と少しずつ先を見ることができるようになっていく。自
分の中の時間を動かす柔軟性が復活する。それがアートのチカラだ
し、人間の生きるチカラだと思いました。ですから、熊本地震の時も
博多でカラフルな色テープを大量に購入して持ち込み、避難所の段
ボールベッドに彩りを加えるワークショップをみんなで行いました。
大西　私は段ボールを確保することにしか発想が向きませんでした
から、やっぱりアートという視点は大切ですね。きっとそのワーク
ショップを通じて市民も「よし」と、前を向く気持ちになれたんだと思
います。
日比野　私の目標のひとつは、「芸大にいきたい！」といったときに親
が「それはいい。芸術は社会の役に立つからな」と言ってくれる社会
をつくることなんです。
大西　私は市政においても日比野さんのアートプロジェクトと同様
に、市民とプロセスを共有することで生まれる納得感を大きな原動
力に変えていきたい。74万人の市民の皆さんの中にあるアーティス
ティックなチカラで熊本の未来を一緒につくっていきたいですね。

　熊本の「街」「人」
と日比野さんが、
約1年前から検討
を重ね作り上げた
展覧会。会場内に
築城400年を記念
した巨大な石垣を
制作しました。

　開館20周年を記念し、館内一部をリニューアル。気軽に手を動か
しながらアート的な視点で対話ができるスペースをオープンしま
す。より使い心地の良い空間にするため、近くクラウドファンディン
グも開始する予定。詳しくは同館のホームページに掲載します。

大西 一史 日比野 克彦

今後の展望
2022年度
「アートラボマーケット」始動予定

　サッカーワールド
カップに向けて日
本と対戦国の国旗
をデザインした旗
を作り、両国を応援
するアートプロジェ
クト。現在も国内外
で進行中。

2018年度
日比野克彦 公開制作

2007 「日比野克彦 HIGO BY HIBINO」展会場風景 2008「マッチフラッグ・プロジェクト」 2016 「アジア代表日本 熊本復興応援マッチフラッグ」 2018　バブルラップ展関連企画
「日比野克彦 公開制作DEPARTMENT STREET PAINTING」

　美術館を飛び出し、
熊本パルコ下通側店
頭でライブペイント。
大勢のギャラリーの
前で、高さ約５mもの
大作を約３時間で仕
上げました。

　熊本地震からの
復興と、ロアッソの
応援のために下通
アーケードでフラッ
グを作成。ロアッソ
の選手や、通行中の
市民が一緒になっ
て作成しました。

　1958年、岐阜県生まれ。地域の特性を生かした市民参画型の芸術活動に全国で取り組む。熊本にお
いては2007年、まち・市民と連携し作り上げた展覧会「現代美術館開館５周年・熊本城築城400年記念 
日比野克彦 HIGO BY HIBINO 展」を開催。その後もさまざまなアートプロジェクトやイベントを通して本
市の活性化に尽力。2021年6月、熊本市現代美術館 館長就任。2022年4月、東京藝術大学 学長就任。
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